
平 面 図

平成２1年度 新和田トンネル有料道路

法面防災工事

諏訪郡下諏訪町樋橋

落石防護柵工

L=35 1m

平 面 図

至 岡谷市至 長和町 平成２1年度 新和田トンネル有料道路

法面防災工事

諏訪郡下諏訪町樋橋

落石防護柵工

L=35.1m
L=47.3m

L=16.0m

落石防護柵工 H=2.0m L=98.4m

平 面 図

至 岡谷市至 長和町 平成２1年度 新和田トンネル有料道路

法面防災工事

諏訪郡下諏訪町樋橋

落石防護柵工

L=35.1m
L=47.3m

L=16.0m

落石防護柵工 H=2.0m L=98.4m

平 面 図

至 岡谷市至 長和町



柳沢 俊明

高柳 和明
ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

株式会社

株式会社

長 野 県 道 路 公 社

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

一般国道 １４２ 号

1:250平 面 図101

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者

調査会社

測量会社

設計会社

縮尺番号

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事平成 ２１
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平成21年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事 落石防護柵工 L=98.4 m H=2.0m

第１区間 L=35.2 m

落石防護柵基礎工 L=35.2 m

落石防護柵工 L=35.1 m（実長）
第２区間 L=43.8 m

落石防護柵基礎工 L=43.8 m

落石防護柵工 L=47.3 m（実長）

第３区間 L=16.0 m

落石防護柵基礎工 L=16.0 m

落石防護柵工 L=16.0 m（実長）



長 野 県 道 路 公 社

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

一般国道 １４２ 号

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

測量会社
株式会社

調査会社

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

設計会社 ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ
株式会社

柳沢 直実

高柳 和明

柳沢 俊明

番号 縦 断 図

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事平成 ２１
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縮尺

長 野 県 道 路 公 社

一般国道 １４２ 号

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

株式会社

調査会社

測量会社
株式会社

設計会社
照査技術者

主任技術者

主任技術者

管理技術者

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事

標準横断図番号 103

平成 ２１

柳沢 俊明

柳沢 直実

高柳 和明
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(18-8-40BB)

1
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(RC-40-0)基礎砕石

落石防護柵擁壁基礎工
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長 野 県 道 路 公 社

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

一般国道 １４２ 号

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

測量会社
株式会社

調査会社

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

設計会社 ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ
株式会社

柳沢 直実

高柳 和明

柳沢 俊明

番号 横断図（１）

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事平成 ２１

4 10 1:100縮尺
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W1 =
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0.0 間詰コンクリート

基面整正

C = 2.6 床堀
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GH=1062.08

36.0

DL=1060.00

36.0,53.0

縮尺

長 野 県 道 路 公 社

一般国道 １４２ 号

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

株式会社

調査会社

測量会社
株式会社

設計会社
照査技術者

主任技術者

主任技術者

管理技術者

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事

横断図（２）番号 105

平成 ２１

柳沢 俊明

柳沢 直実

高柳 和明
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72.0,89.0

10

株式会社

株式会社

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

一般国道 １４２ 号

長 野 県 道 路 公 社

測量会社

調査会社

設計会社

番号 6

平成 ２１

管理技術者

主任技術者

主任技術者

照査技術者

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

柳沢 直実

高柳 和明

柳沢 俊明

横断図（３）

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事
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109.2

株式会社

一般国道 １４２ 号

株式会社

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

長 野 県 道 路 公 社

10

測量会社

調査会社

設計会社

番号 7

平成 ２１

管理技術者

主任技術者

主任技術者

照査技術者

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

柳沢 直実

高柳 和明

柳沢 俊明

横断図（４）

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事

1:100縮尺

GH=1056.34
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等高線直角方向の横断
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1400コンクリート（18-8-40BB）

（形式：RF-7）

落石防護柵工展開図（第１区間）

株式会社

一般国道 １４２ 号

株式会社

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

長 野 県 道 路 公 社

10

測量会社

調査会社

設計会社

番号 8

平成 ２１

管理技術者

主任技術者

主任技術者

照査技術者

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

柳沢 直実

高柳 和明

柳沢 俊明

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事

図 示縮尺
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落石防護柵標準図
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数 量項 目

間隔保持材構成

端末支柱構成

中間支柱構成
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1補強金具構成 箇所
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規 格種 別

コンクリート 14.25

数 量

ｍ18-8-40BB

㎡31.8型 枠

RC-40-0 15.0基礎砕石

10.0ｍ当り数量表落石防護柵基礎工

※ 目地材は10.0ｍに1箇所とし、支柱からは0.5ｍ以上確保する。

補強金具

端末支柱断面図 S=1:50 端末金網止め詳細 S=1:5正面図 S=1:50

平面図 S=1:50

中間支柱断面図 S=1:50
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（第１区間）
落石防護柵工展開図

落石防護柵基礎工

種 別

型 枠
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（第１区間数量表）
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株式会社

一般国道 １４２ 号

株式会社

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

長 野 県 道 路 公 社

10

測量会社

調査会社

設計会社

番号 9

平成 ２１

管理技術者

主任技術者

主任技術者

照査技術者

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

柳沢 直実

高柳 和明

柳沢 俊明

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事

図 示縮尺
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落石防護柵工展開図（第２区間）

（形式：RF-7）
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中間支柱断面図 S=1:50
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正面図 S=1:50 端末金網止め詳細 S=1:5端末支柱断面図 S=1:50
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2
75

1
75

Uボルト

M10×30×60

間隔保持材

2-4.5t×65×980

4.0φワイヤ

Uボルト

M12×40×60

中間支柱

H-200×100×5.5×8-2850

4.0φワイヤ

金網(亜鉛めっき)

3.2φ×50×50

ワイヤロープ

3×7 G/O 18φ

バインド線

1500mm間隔 (端部は750mm)

索端金具

25φ×500

端末支柱

H-175×175×7.5×11-2850

サポート

2[-100×50×5×7.5-2450

(山 側)

(道路側)

750

3000

30

85
0

28
50

2
00
0

3
0

200100

36
6

1766

1400

175175

275

85
0

28
50

2
00
0

1
00

6
@3
0
0=
1
80
0

1
00

2
00
0

14
0
0

60
0

※ 目地材は10.0ｍに1箇所とし、支柱からは0.5ｍ以上確保する。
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RF-7 数量表（第2区間））

（第２区間）
落石防護柵工展開図

（第２区間数量表）落石防護柵基礎工
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落石防護柵工展開図（第３区間）
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10.0ｍ当り数量表落石防護柵基礎工

※ 目地材は10.0ｍに1箇所とし、支柱からは0.5ｍ以上確保する。

1
50
0

材

M12×40×60間
ﾎ

末

ポ

止

端

U

隔

ﾎ

金 網

索

角
柱

構

成

間

U

構

成

間

隔

保

持

U

端

サ

成

端

支

柱

ボ
支

末

7φ×2000め 丸 棒

M8×60×40

4.5ｔ×65×980

M12×40×60

25φ×500金 具

ボ ル ト

持 材

ﾞ ﾙ ﾄ

保

M10×30×60

H-175×175×7.5×11-2850

[-100×50×5×7.5-2450

M27×60

ﾞ ﾙ ﾄ

支 柱

ー ト

トル

部品名

RF-7 数量表（第3区間））

金

イ

間

ヤ

大別

ワ

中

構

成

ー

ブ

ル

中

構

ワイケ

項

ｍｍ

4.0φ 2本

3.2φ×50×50 2.0ｍ

H-200×100×5.5×8-2850

3×7 G/O 18φ 7本

網

ヤ ー

支 柱

ーロープ

寸目 法

35 個

本2

本14

6 個

本

個

12

42

個10

基

本

2

4

個8

ｍ

ｍ

16.0

16.0

本5

16.0 ｍ

単位数量

10

株式会社

株式会社

諏訪郡 下諏訪町 樋橋

一般国道 １４２ 号

長 野 県 道 路 公 社

測量会社

調査会社

設計会社

番号 10

平成 ２１

管理技術者

主任技術者

主任技術者

照査技術者

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

ﾀｲﾖｰｴﾝｼﾞﾆﾔ

柳沢 直実

高柳 和明

柳沢 俊明

落石防護柵工展開図

年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路 法面防災工事
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